



　 ア メ リ カ の 心 理 学 者 で あ る ジ ェ ロ ー ム・ セ イ モ ア・ ブ ル ー ナ ー（Bruner, Jerome 













































































































































































































































































































































































































３　 この論文は『教育の適切性』（The Relevance of Education, 1971）に収められている（Jerome S. Bruner, The 
Relevance of Education, W. W. Norton & Company. Inc., 1971, pp.132-161.）。
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